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は
じ
め
に

　

国
士
舘
は
、
甚
大
な
る
戦
災
の
中
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）

年
八
月
一
五
日
を
迎
え
た
。
同
年
三
月
と
五
月
の
東
京
大
空
襲
に

よ
り
東
京
が
灰
燼
に
帰
す
な
か
で
、
国
士
舘
も
Ｂ
29
爆
撃
機
に
よ

る
空
襲
を
受
け
、
教
職
員
や
学
生
・
生
徒
の
必
死
の
消
火
活
動
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
校
舎
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
、
戦
災
を
免
れ
た

の
は
、
大
講
堂
と
柔
道
場
、
剣
道
場
と
正せ
い
き気
・
時
習
寮
の
み
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
わ
ず
か
に
焼
け
残
っ
た
大
講
堂
や
剣
道
場
な
ど

を
教
場
と
し
て
、
徐
々
に
授
業
を
再
開
し
て
い
く
。
し
か
し
、
教

育
現
場
で
は
、
国
士
舘
教
育
の
根
幹
で
も
あ
っ
た
武
道
教
育
が
、

戦
後
教
育
改
革
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ま
で
国
士
舘
が

築
い
て
き
た
文
武
両
道
に
よ
る
教
育
方
針
の
変
更
を
せ
ま
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
校
名
お
よ
び
寄
附
行
為
の
改
正
を
も

求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、国
士
舘
専
門
学
校
校
長
柴
田
德
次
郎
に
は
、

翌
四
六
年
三
月
、
公
職
追
放
が
適
用
さ
れ
、
校
長
の
交
代
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

　

か
く
し
て
、
武
道
教
育
の
廃
止
、
校
名
お
よ
び
寄
附
行
為
の
変

更
、
校
長
の
交
代
と
い
っ
た
状
況
を
脱
し
、
新
た
な
体
制
を
整
え

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
戦
後
最
初
で
最
大
の
危
機

を
乗
り
越
え
、
新
た
な
教
育
制
度
の
も
と
で
再
生
を
果
た
し
て
い

く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
少
な
く

な
い
。

　

例
え
ば
、
校
名
変
更
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高

司
令
官
総
司
令
部
）
や
文
部
省
の
動
き
が
正
確
に
掴
め
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
伴
う
指
導
や
指
令
が
ど
の
よ
う
に
為
さ
れ
た

か
に
つ
い
て
、
確
か
な
と
こ
ろ
は
解
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
武
道

教
育
の
廃
止
に
よ
る
寄
附
行
為
お
よ
び
学
則
の
変
更
が
与
え
た
影

響
に
つ
い
て
も
具
体
的
分
析
は
為
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

浪
江　

健
雄

終
戦
直
後
の
国
士
舘
に
つ
い
て

論　

文
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ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
戦
後
教
育
改
革
を
受
け
て
の
現
場
は

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
実
際
の
学
内
の
様
子
は
ほ
と
ん
ど
知

り
得
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
武
道
教
育
の
禁
止
、
校
名
お
よ
び
寄
附
行

為
・
学
則
の
変
更
、
終
戦
直
後
の
学
内
の
実
態
、
以
上
三
点
を
主

た
る
視
点
と
し
て
、
終
戦
直
後
の
国
士
舘
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

一　

戦
後
教
育
改
革
と
そ
の
対
応

1　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
教
育
政
策

　

ま
ず
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
教
育
政
策
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た

い
。
一
九
四
五
年
七
月
二
六
日
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言　

十
」
に
は
、

　
　

日
本
国
政
府
ハ
日
本
国
国
民
ノ
間
ニ
於
ケ
ル
民
主
主
義
的
傾

　
　

向
ノ
復
活
強
化
ニ
対
ス
ル
一
切
ノ
障
礙
ヲ
除
去
ス
ベ
シ
言

　
　

論
、
宗
教
及
思
想
ノ
自
由
並
ニ
基
本
的
人
権
ノ
尊
重
ハ
確
立

　
　

セ
ラ
ル
ベ
シ（
１
）

と
あ
り
、
民
主
主
義
の
復
活
強
化
、
言
論
・
宗
教
・
思
想
の
自
由
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
と
い
っ
た
基
本
政
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次

い
で
、
同
年
一
一
月
一
日
「
日
本
占
領
及
び
管
理
の
た
め
の
連
合

国
最
高
司
令
官
に
対
す
る
降
伏
後
に
お
け
る
初
期
の
基
本
的
指
令

　

10　

教
育
、
美
術
及
び
文
書
」
で
は
、
指
導
の
た
め
の
第
一
義

的
指
令
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

教
育
機
関
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
再
開
さ
れ
る
。
好
戦

　
　

的
国
家
主
義
及
び
侵
略
の
積
極
的
推
進
者
で
あ
つ
た
す
べ
て

　
　

の
教
師
及
び
軍
事
占
領
の
目
的
に
積
極
的
に
反
対
し
続
け
て

　
　

い
る
す
べ
て
の
教
師
は
、
受
け
容
れ
う
る
有
資
格
後
継
者
と

　
　

取
り
換
え
る
。
す
べ
て
の
学
校
に
お
け
る
日
本
の
軍
事
的
及

　
　

び
準
軍
事
的
教
育
及
び
教
練
は
、
禁
止
さ
れ
る（
２
）。

　

と
く
に
軍
事
的
教
育
及
び
教
練
の
禁
止
は
、
そ
の
後
の
武
道
教

育
廃
止
に
直
結
し
て
い
く
。
文
部
省
指
令
も
終
戦
直
後
よ
り
矢
継

ぎ
早
に
出
さ
れ
て
い
る
。
終
戦
に
伴
う
体
育
関
連
文
部
省
指
令（
３
）を

順
に
み
て
い
く
と
、
一
九
四
五
年
八
月
二
四
日
「
学
徒
軍
事
教
育

並
ニ
戦
時
体
練
及
学
校
防
空
関
係
諸
訓
令
等
ノ
措
置
ニ
関
ス
ル

件
」
で
は
、
戦
時
関
係
諸
訓
令
等
の
廃
止
。
九
月
一
九
日
「
武
器

引
渡
命
令
ニ
対
ス
ル
学
徒
教
練
用
銃
兵
器
処
理
ニ
関
ス
ル
件
」
で

は
、
軍
用
銃
砲
・
刀
剣
・
軍
用
火
器
の
提
出
。
一
〇
月
三
日
「
時

局
の
急
転
ニ
伴
フ
学
校
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
、
銃
剣
道
、
国

民
学
校
及
女
子
中
学
校
に
於
け
る
教
練
の
廃
止
。
ま
た
、
同
日
の

「
学
徒
ノ
軍
事
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」
に
お
い
て
、
女
子
専
門
学
校
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に
於
け
る
教
練
の
廃
止
。
一
一
月
六
日
「
終
戦
ニ
伴
フ
体
練
科
教

授
要
項
（
目
）
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
、
国
民
学
校
・
中
学
校

に
於
け
る
武
道
（
剣
道
・
柔
道
・
薙
刀
）
の
授
業
中
止
（
青
年
学

校
は
中
学
校
に
準
ず
）。
そ
し
て
、
ま
た
同
日
に
出
さ
れ
た
「
武

道
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
、

　
　

今
般
武
道
（
剣
道
、
柔
道
、
弓
道
）
ハ
校
友
会
ニ
於
テ
モ
部

　
　

班
等
ヲ
編
成
セ
ザ
ル
コ
ト
ト
相
成
タ
ル
ニ
付
此
段
及
通
牒

と
あ
り
、こ
の
時
点
に
お
い
て
、つ
い
に
武
道
教
育
が
全
廃
と
な
っ

た
。

2　

校
名
の
変
更

　

こ
う
し
た
趨
勢
の
中
、
国
士
舘
で
は
、
校
名
の
変
更
を
文
部
省

に
申
請
し
て
い
る
（
一
九
四
五
年
一
二
月
二
〇
日
申
請
、
翌
四
六

年
一
月
一
日
認
可
）。
新
た
な
校
名
は
、「
至
徳
学
園
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
中
国
五
経
の
一
つ
『
礼
記
』
に
あ
る
「
聖
人
至
徳
」
の
文

言
か
ら
名
付
け
た
と
言
わ
れ
て
い
る（
４
）。
改
称
理
由
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

　
　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
ノ
現
時
点
ニ
鑑
ミ
テ
設
立
者
財
団
法
人

　
　

国
士
舘
ノ
名
称
ヲ
財
団
法
人
至
徳
学
園
ト
変
更
ス
ル
ニ
伴
ヒ

　
　

テ
校
名
ヲ
改
称
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ（
５
）

　

こ
の
申
請
を
文
書
な
り
に
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、
時
代
の
趨
勢

に
鑑
み
て
、
自
ら
校
名
変
更
を
申
請
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
或
い
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
を
受
け
た
文
部
省
か
ら
の

具
体
的
指
令
に
基
づ
く
の
で
あ
れ
ば
、
発
給
先
の
機
関
お
よ
び
発

議
番
号
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
先
の
宣
言
文
で
は
極
め
て

曖
昧
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
こ
の
時
期
国

士
舘
と
同
様
に
校
名
変
更
を
申
請
し
た
拓
殖
専
門
学
校
（
紅
陵
専

門
学
校
に
改
称
、
現
拓
殖
大
学
）
の
申
請
（
一
九
四
六
年
一
月

二
五
日
）
に
も
表
れ
て
い
る
。

　
　

時
勢
ノ
変
化
ニ
伴
ヒ
学
科
課
程
ノ
内
容
ニ
改
善
ヲ
行
ヒ
是
ニ

　
　

即
応
ス
ル
タ
メ
校
名
ヲ
変
更
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ（
６
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
を
察
す
る
に
、
文
部
省
に
お

い
て
も
国
家
主
義
的
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
れ
る
校
名
の
存
続
は
指
導

対
象
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
「
指
令
」

は
な
く
と
も
「
指
導
」
は
あ
っ
た
筈
と
解
釈
さ
れ
る
。「
指
導
」

の
も
と
に
自
主
的
な
校
名
変
更
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。後
年
の
史
料
か
ら
も
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
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例
え
ば
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
五
月
「
国
士
舘
再
建
趣
意

書（
７
）」に

は「
敗
戦
後
の
外
国
占
領
下
、当
局
の
勧
告
に
よ
り
一
時「
至

徳
学
園
」
と
改
称
し
た
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
年
六
月
「
国
士
舘

発
展
企
画
案（
８
）」

で
は
「
文
部
省
の
改
名
忠
告
に
よ
り
礼
記
の
「
聖

人
至
徳
」
に
則
り
至
徳
学
園
と
変
え
ま
し
た
」
と
当
時
の
状
況
を

説
明
し
て
い
る
。

3　

寄
附
行
為
・
学
則
の
変
更

①
寄
附
行
為

　

ま
た
、
校
名
変
更
の
申
請
と
同
時
に
寄
附
行
為
変
更
の
申
請

（
一
九
四
五
年
一
二
月
二
〇
日
申
請
、
翌
四
六
年
一
月
一
日
認
可
）

も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
ノ
大
詔
ヲ
拝
承
シ
茲
ニ
乾
坤
一
転
平
和

　
　

主
義
新
日
本
建
設
ノ
機
運
ニ
際
会
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
新
酒
新
嚢

　
　

ノ
古
訓
ニ
則
リ
財
団
法
人
国
士
舘
ヲ
財
団
法
人
至
徳
学
園
ト

　
　

名
称
変
更
ス
ル
ト
共
ニ
其
ノ
機
構
ニ
新
時
代
即
応
ノ
措
置
ヲ

　
　

採
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ（
９
）

　

す
な
わ
ち
「
平
和
主
義
新
日
本
建
設
」
の
た
め
、
新
時
代
へ
即

応
す
る
た
め
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
財
団
の
目
的
を
示
し
た
寄

附
行
為
第
一
条
も
「
国
士
タ
ル
国
家
有
為
ノ
人
材
ヲ
養
成
ス
ル
教

育
並
ニ
其
ノ
施
設
ヲ
為
ス
」
か
ら
「
至
徳
ヲ
涵
養
シ
以
テ
道
義
日

本
ヲ
建
設
シ
世
界
平
和
ト
進
運
ト
ニ
貢
献
ス
ル
有
為
ノ
人
材
ヲ
養

成
ス
ル
教
育
並
ニ
一
般
公
民
教
育
ニ
必
要
ナ
ル
施
設
ヲ
為
ス
」
に

改
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
条
文
に
つ
い

て
は
大
き
な
変
更
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
校
名
の

変
更
に
あ
っ
た
よ
う
な
国
家
主
義
的
要
素
を
含
ん
だ
よ
う
に
う
け

と
ら
れ
る
表
現
を
変
更
す
れ
ば
問
題
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
寄
附

行
為
自
体
は
新
た
な
教
育
制
度
の
も
と
で
も
概
ね
引
き
継
げ
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

②
学
則

　

併
せ
て
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
三
月
に
は
学
則
変
更

も
申
請
し
て
い
る（

（（
（

。
変
更
理
由
は
「
寄
附
行
為
（
設
立
者
財

団
法
人
至
徳
学
園
）
並
ニ
校
名
変
更
ニ
依
ル
改
正
」「
武
道
廃

止
ニ
伴
フ
学
科
課
程
ノ
改
正
」「
授
業
料
及
入
学
金
等
ノ
増
額
」

と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
旧
学
則
の
、
第
一
～
五
・
八
・

一
三
・
一
四
・
二
七
・
二
八
・
三
〇
条
が
改
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
大
き
く
改
正
さ
れ
た
条
目
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
は
教
育
目
的
に
つ
い
て
、
第
一
条
で
は
「
修
文
練
武
ニ
依

リ
殉
国
ノ
精
神
ヲ
涵
養
シ
」
を
「
智
徳
勤
労
ノ
精
神
ヲ
涵
養
シ
」

と
変
更
し
て
い
る
も
の
の
、
従
来
よ
り
の
目
的
で
あ
る
「
中
等
教

員
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
」
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
寄
附
行
為
同
様
、
表
現
の
問
題
で
あ
っ
て
根
源
的
変
更
で
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は
な
い
。

　

対
し
て
、
根
源
的
な
変
更
が
求
め
ら
れ
た
の
が
、
武
道
教
育
廃

止
に
伴
う
学
科
編
成
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
で
あ
る
。

第
二
条
は
、「
本
校
ニ
剣
道
科
柔
道
科
弓
道
科
及
研（
科
脱
ヵ
）究ヲ

置
キ
各

科
ノ
専
攻
ヲ
分
チ
テ
国
語
地
理
歴
史
ト
ス
」
か
ら
「
本
校
ニ
本
科

及
研
究
科
ヲ
置
ク
各
科
ノ
専
攻
ヲ
分
チ
テ
国
語
地
理
歴
史
ト
ス
」

と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

歴
史
を
翻
る
と
、
国
士
舘
専
門
学
校
は
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）

年
、
国
漢
剣
道
科
・
国
漢
柔
道
科
の
四
年
制
の
専
門
学
校
と
し
て

創
設
さ
れ
た
。
教
育
目
的
の
柱
は
、
国
語
・
漢
文
・
武
道
の
中
等

教
員
養
成
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
、

既
科
を
武
道
国
漢
科
に
改
組
し
、興
亜
科
を
増
設
。
一
九
四
二（
昭

和
一
七
）
年
、
武
道
地
歴
科
を
増
設
。
そ
し
て
、
一
九
四
四
（
昭

和
一
九
）
年
、
学
科
を
剣
道
科
・
柔
道
科
・
弓
道
科
に
、
専
攻
を

国
語
・
地
理
・
歴
史
（
三
年
制
）
に
改
組
と
な
っ
た
。

　
【
表
１
】
が
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
。
科
目
は
共
通
科
目

と
専
攻
科
目
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
共
通
科
目
は
、
武
道
に
つ
い

て
の
理
論
や
歴
史
、
体
育
教
育
に
伴
う
理
論
・
衛
生
・
救
護
・
行

政
等
で
あ
り
、
全
学
生
必
修
で
あ
っ
た
。
対
し
て
、
専
攻
科
目
は

国
語
・
地
理
・
歴
史
の
内
、
何
れ
か
一
つ
を
選
択
し
た
。
そ
れ
ゆ

え
「
剣
道
科
国
語
専
攻
」
と
か
「
柔
道
科
地
理
専
攻
」
と
い
っ
た

か
た
ち
を
と
っ
た
。こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、元
来
、国
士
舘
で
は
、

国
漢
と
武
道
を
学
ぶ
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
の
が
、
数
度
の
改
組
を

経
た
結
果
、
創
設
以
来
の
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
国
漢
」
を
専
攻

し
な
い
ケ
ー
ス
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
国
漢
」
の
軽

視
で
は
な
く
、
昭
和
一
〇
年
代
に
は
、
武
道
教
育
に
お
い
て
「
東

の
国
士
舘
、
西
の
武
専
（
大
日
本
武
徳
会
武
道
専
門
学
校
）」
と

評
さ
れ
て
お
り
、
武
道
に
よ
り
力
が
入
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、【
表
２
】
は
改
正
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
る
。
最
も

顕
著
な
違
い
は
、
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
あ
っ
た
共
通
科
目
が
武
道

教
育
の
た
め
の
必
修
科
目
で
あ
っ
た
た
め
、必
然
的
に
除
外
さ
れ
、

授
業
時
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
各
科
の

専
攻
で
あ
っ
た
国
語
・
地
理
・
歴
史
が
、
そ
れ
ぞ
れ
科
名
と
な
っ

て
い
る
。

　

国
語
科
・
地
理
科
・
歴
史
科
の
教
授
時
数
は
何
れ
も
同
数
で
あ

る
が
、
国
語
科
の
講
読
科
目
は
講
読
テ
ー
マ
が
具
体
的
に
示
さ
れ

て
お
り
、
単
独
の
科
と
な
っ
た
こ
と
や
専
門
学
校
創
設
時
よ
り
続

く
専
攻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
充
実
し
た
感
が
あ
る
。
ま
た
、
各
科

そ
れ
ぞ
れ
に
「
教
育
学
教
授
法
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
国
語

科
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
教
授
法
を
学
ぶ
科
目
と
し
て
「
国
語
学

教
授
演
習
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
一
九
四
二
年
の
改
組
に
お
い
て
、
必
修
科
目
か
ら
外
さ

れ
て
い
た
「
英
語
」
が
各
科
に
あ
り
、
毎
週
授
業
時
数
も
各
六
時
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間
と
多
く
を
割
い
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
一
二
月
に
校
長

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
鮎
澤
巌い
わ
おが

社
会
学
の
国
際
的
権
威
で

も
あ
り
、
教
授
も
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
米
国
憲
法
」「
社
会

学
」「
社
会
立
法
」「Elocution

」
と
い
っ
た
科
目
が
設
け
ら
れ
た
。

　

入
学
定
員
に
つ
い
て
は
、「
剣
道
科
一
〇
〇
名
柔
道
科
八
五
名

弓
道
科
十
五
名
」
を
「
国
語
科
一
〇
〇
名
地
理
科
五
〇
名
歴
史
科

五
〇
名
」
と
改
正
し
て
い
る
（
第
三
条
）。
入
学
定
員
は
全
体
で

二
〇
〇
名
と
変
わ
ら
ず
で
あ
る
が
、各
科
の
定
員
を
比
較
す
る
に
、

地
理
科
・
歴
史
科
が
共
に
五
〇
名
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
国
語
科

の
み
は
倍
の
一
〇
〇
名
と
し
て
お
り
、
国
語
科
を
中
心
と
し
た
教

育
体
制
を
採
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

寄
宿
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
大
き
な
改
正
が
あ
っ
た
。
戦
前

の
国
士
舘
専
門
学
校
は
、
全
寮
制
を
採
っ
て
い
た
た
め
、
学
則
に

も
「
生
徒
ハ
本
校
寄
宿
舎
ニ
入
舎
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」（
第
一
三
条
）

と
明
記
し
て
い
た
。
し
か
し
改
正
後
は「
入
舎
ス
ル
ヲ
原
則
ト
ス
」

と
緩
め
た
表
現
を
使
っ
て
お
り
、
事
実
上
、
通
学
が
可
と
な
っ
た
。

そ
の
要
因
は
、
戦
災
で
多
く
の
建
物
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
物
理
的

現
状
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

総
じ
て
、
教
育
と
し
て
の
武
道
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

全
国
的
に
も
有
数
で
あ
っ
た
武
道
教
員
の
養
成
は
不
可
能
に
な
っ

た
が
、
専
門
学
校
創
設
時
よ
り
の
「
中
等
教
員
」
の
養
成
に
つ
い

て
は
、
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
新
規
各
科
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ
し
て

短
期
的
に
は
、
戦
災
に
あ
っ
た
校
地
の
復
旧
を
迅
速
に
取
り
計
ら

う
と
共
に
新
た
な
教
育
制
度
に
沿
っ
た
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
主

眼
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

4　

校
長
の
交
代

　

こ
の
時
期
ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
人
を
戦
争
へ
と
駆
り
立
て
た
背

景
の
多
く
は
教
育
に
あ
っ
た
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
通
じ
て
、
日
本
の

国
家
主
義
的
教
育
を
民
主
的
教
育
に
改
め
る
基
本
方
針
を
示
し

た
。
そ
の
中
に
は
、
軍
国
主
義
を
支
え
た
教
育
指
導
者
な
ど
を
解

職
す
る
と
い
う
、
公
職
追
放
の
嵐
が
教
育
界
に
も
巻
き
起
こ
っ
て

い
た
。

　

ま
た
、
教
育
民
主
化
の
影
響
は
、
校
名
や
寄
附
行
為
に
も
お
よ

び
、
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
国
士
舘
で
は
、
一
九
四
五
年
一
二

月
二
〇
日
、
法
人
名
改
称
と
寄
附
行
為
改
正
を
申
請
し
、
校
名
を

「
至
徳
学
園
」
に
改
称
し
た
。
そ
し
て
同
日
に
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
民

間
情
報
教
育
局
）
局
長
代
理
ニ
ュ
ー
ゼ
ン
ト
、
青
年
部
長
ダ
ー
ギ

ン
な
ど
の
立
会
の
も
と
、
大
講
堂
内
に
学
生
・
生
徒
を
集
め
て
国

士
舘
専
門
学
校
校
長
交
代
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
柴
田

德
次
郎
に
代
わ
っ
て
校
長
と
な
っ
た
の
が
鮎
澤
巌
で
あ
る
。
柴
田

に
は
、
翌
四
六
年
三
月
、
公
職
追
放
が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
先
立
っ
て
の
人
事
で
あ
っ
た
。

　

鮎
澤
は
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
生
ま
れ
。
私
立
芝
中
学
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校
を
卒
業
後
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
な

ど
で
学
び
、
国
際
労
働
立
法
論
で
博
士
号
を
取
得
。
そ
の
後
Ｉ
Ｌ

Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
に
勤
務
し
、優
れ
た
語
学
力
（
英
・
仏
・
独
）

と
ア
メ
リ
カ
で
培
わ
れ
た
学
識
と
卓
見
で
、
先
駆
的
国
際
人
と
し

て
活
躍
し
て
い
た（

（（
（

。

　

戦
後
、
柴
田
は
公
職
を
追
わ
れ
た
時
期
、
鶴
川
で
農
事
に
勤
し

ん
で
い
る
。
そ
の
鶴
川
に
中
学
校
時
代
か
ら
の
親
友
で
あ
っ
た
鮎

澤
を
招
い
た
こ
と
で
再
会
し
、
学
校
長
と
し
て
の
職
務
遂
行
が
困

難
な
立
場
に
あ
っ
た
柴
田
に
代
わ
っ
て
、
鮎
澤
が
そ
の
任
を
引
き

受
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
思
想
・
信
条
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

二
人
の
友
情
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

校
長
と
な
っ
た
鮎
澤
は
、
こ
の
後
三
年
半
、
戦
後
の
混
乱
し
た

難
局
を
自
身
の
卓
越
し
た
語
学
力
を
も
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
を

正
確
に
読
み
取
っ
て
学
園
を
守
り
、
教
育
の
改
革
期
に
至
徳
学
園

を
牽
引
し
た
の
で
あ
る
。

　

校
舎
の
再
建
に
あ
た
っ
て
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
か

ら
私
立
学
校
建
物
戦
災
復
旧
文
部
省
貸
付
金
を
得
て
、
環
境
整
備

を
迅
速
に
進
め
た
。

　

ま
た
、
一
九
四
七
年
三
月
の
「
教
育
基
本
法
」「
学
校
教
育
法
」

に
基
づ
き
、
同
年
四
月
、
新
制
の
至
徳
中
学
校
を
設
立
し
、
さ
ら

に
、
翌
年
四
月
に
至
徳
高
等
学
校
を
設
置
し
た
。

二　

飯
塚
新
吾
寄
贈
資
料
に
み
る
学
内
状
況

　

以
上
の
よ
う
な
趨
勢
の
中
、
実
際
の
学
内
状
況
は
如
何
な
る
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
通
り
、
こ
の
時
期
は
ま
さ

に
戦
後
の
混
乱
期
で
あ
り
、
事
実
を
導
き
出
す
史
料
が
極
め
て
少

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
国
士
舘
に
お
い
て
は
、
幸

い
に
も
当
時
、
至
徳
専
門
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
Ｏ
Ｂ
飯
塚
新
吾

氏
か
ら
、
学
友
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
書
簡
等
の
貴
重
な
史

料
の
寄
贈
を
受
け
た
。
そ
こ
に
は
当
時
の
学
内
の
様
子
が
如
実
に

顕
さ
れ
て
お
り
、
当
時
を
物
語
る
第
一
級
の
史
料
で
あ
っ
た
。

　

寄
贈
資
料
の
内
訳
は
、
学
友
等
か
ら
の
便
り
（
一
九
四
五
～

六
四
年
、
主
に
一
九
四
九
年
ま
で
、
葉
書
一
六
八
通
、
書
簡
四
六

通
）、
受
験
票
、
合
格
通
知
、
入
学
許
可
証
、
成
績
優
等
賞
状
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
等
、
計
二
一
九
点
で
あ
る
。

　

飯
塚
新
吾
氏
は
、
一
九
四
五
年
三
月
、
静
岡
県
立
島
田
商
業
学

校
（
現
静
岡
県
立
島
田
商
業
高
等
学
校
）
を
卒
業
し
、同
年
四
月
、

国
士
舘
専
門
学
校
（
柔
道
科
地
理
専
攻
）
に
入
学
。
商
業
学
校
が

四
年
で
繰
上
卒
業
と
な
っ
た
た
め
、
当
時
満
一
七
歳
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
世
田
谷
の
地
に
お
い
て
終
戦
を
む
か
え
る
。
学
校
か
ら

は
、
学
生
・
生
徒
に
対
し
、
戻
れ
る
者
は
帰
郷
し
、
そ
の
後
の
連

絡
を
待
つ
よ
う
に
と
の
指
示
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
飯
塚
氏
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は
帰
郷
し
、
母
校
の
小
学
校
で
代
用
教
員
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
一
九
四
七
年
四
月
に
至
り
、
国
語
科
で
復
学
し
、

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
三
月
、
至
徳
専
門
学
校
国
語
科
（
専

門
学
校
第
一
七
期
生
）
を
卒
業
さ
れ
、
そ
の
後
は
地
元
に
お
い
て

製
茶
販
売
業
（
兼
農
業
）
を
営
ま
れ
て
い
る
。
学
友
と
の
葉
書
・

書
簡
に
よ
る
や
り
と
り
は
、
終
戦
後
実
家
に
戻
ら
れ
て
か
ら
、
専

門
学
校
卒
業
に
至
る
ま
で
の
も
の
が
大
半
で
あ
っ
た
。

　

以
下
で
は
、
飯
塚
新
吾
氏
に
よ
る
寄
贈
資
料
に
基
づ
い
て
、
当

時
の
学
内
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
但
し
、
書

簡
類
の
差
し
出
し
名
等
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
観
点

か
ら
伏
せ
る
こ
と
と
す
る
。

1　

授
業
再
開
へ
の
道
の
り

　

一
九
四
五
年
四
月
、
飯
塚
氏
の
も
と
へ
国
士
舘
専
門
学
校
か
ら

「
入
学
許
可
証（

（（
（

」
が
届
い
た
。
そ
こ
に
は
「
入
学
式
日
、
始
業
日

ハ
追
テ
通
知
ス
」と
あ
る
。
そ
れ
を
う
け
て
同
年
六
月
一
七
日（
消

印
）「
入
校
通
知（

（（
（

」
が
送
付
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
こ
に
は
「
六
月

二
十
五
日
よ
り
入
寮
許
可
」「
七
月
一
日
入
学
式
」
と
記
さ
れ
て

あ
る
。
時
期
的
に
は
、
ま
さ
に
終
戦
直
前
で
は
あ
る
が
、
学
校
の

対
応
と
し
て
は
、
学
業
の
継
続
を
図
ら
ん
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
前
年
三
月
に
政
府
が
「
決
戦
教

育
措
置
要
綱
」
を
決
定
し
て
、
四
月
一
日
以
降
の
授
業
は
停
止
さ

れ
て
い
た（

（（
（

。
そ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
終
戦
後
、
学

校
か
ら
は
、
学
生
・
生
徒
に
対
し
、
戻
れ
る
者
は
帰
郷
し
、
そ
の

後
の
連
絡
を
待
つ
よ
う
に
と
の
指
示
が
な
さ
れ
た
。

　

学
校
側
と
し
て
は
勿
論
、
文
部
省
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
速
や

か
な
授
業
の
再
開
は
急
務
と
し
た
こ
と
か
ら
、
終
戦
間
も
な
い
八

月
二
八
日
に
は
、
次
官
通
達
「
時
局
ノ
変
転
ニ
伴
フ
学
校
教
育
ニ

関
ス
ル
件
」（
専
一
一
八
号
）
を
各
地
方
長
官
・
各
学
校
長
宛
に

発
し
て
い
る
。

　
　

学
校
（
女
子
ノ
学
校
ヲ
含
ム
）
ノ
授
業
ノ
実
施
ニ
付
テ
ハ
平

　
　

常
ノ
教
科
教
授
ニ
復
原
ス
ル
様
措
置
ス
ル
コ
ト
、
学
生
生
徒

　
　

ヲ
帰
省
セ
シ
メ
タ
ル
学
校
ニ
在
リ
テ
モ
遅
ク
モ
九
月
中
旬
ヨ

　
　

リ
右
ニ
依
リ
授
業
ヲ
開
始
ス
ル
コ
ト（

（（
（

　

と
は
言
え
、
終
戦
直
後
の
混
乱
期
で
も
あ
り
、
各
学
校
そ
れ
ぞ

れ
事
情
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
大
学
に
お
い
て
は
、
戦
争
終
息
と
ほ
ぼ
同
時
に
授
業
再
開

を
決
定
し
、
九
月
二
八
日
に
は
新
学
期
を
開
始
し
て
い
る（

（（
（

。
中
央

大
学
に
お
い
て
は
、
東
京
駿
河
台
地
域
の
建
物
と
中
央
大
学
校
舎

が
戦
災
を
免
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
九
月
一
一
日
に
は
い
ち
早
く
授

業
再
開
と
な
っ
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
早
期
に
授
業
再
開
に
至
っ
た
事
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例
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
駒
澤
大
学
の
よ
う
に
、
終
戦
の
年
は
学

生
募
集
を
行
わ
ず
、
授
業
休
止
と
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る（

（（
（

。

　

そ
れ
で
は
、
国
士
舘
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
終
戦
か
ら
二
か

月
を
経
た
一
〇
月
一
九
日
に
至
り
、
帰
郷
し
て
い
た
飯
塚
氏
の
元

へ
、
東
京
に
残
っ
た
学
友
か
ら
書
簡
が
届
い
た
。

　
　

飯
塚
君
御
元
気
で
す
か
。
小
生
も
頗
る
元
気
で
学
業
に
励
ん

　
　

で
居
り
ま
す
。
火
曜
日
、
朝
よ
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
や
り
、

　
　

大
し
た
事
に
至
ら
ず
、
木
曜
日
、
館
長
よ
り
我
々
の
要
求
条

　
　

件
を
入
れ
る
と
言
わ
れ
本
日
よ
り
授
業
を
開
始
し
て
居
り
ま

　
　

す
。

　
　

条
件
は

　
　

一
、
全
寮
制
度
廃
止
と
な
り
通
学
自
由
と
な
り
ま
し
た

　
　

一
、
寮
は
自
治
制
と
な
り
、
食
堂
も
学
生
の
管
理
と
な
り
ま

　
　
　

し
た

　
　

一
、
服
装
は
自
由
、
和
服
は
不
可
、
角
帽
着
用

　
　

一
、
作
業
は
原
則
と
し
て
土
、
日
、
は
休
み

　
　

お
よ
そ
此
の
や
う
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
学
生
の
人
格
尊
圣

　
　

も
受
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
日
は
洋
服
の
配
給
券
当

　
　

り
君
の
分
も
小
生
が
拇
印
を
押
し
て
提
出
し
て
居
き
ま
し
た

　
　

が
よ
く
考
へ
た
上
、
上
京
し
て
下
さ
い（

（（
（

。

　

要
す
る
に
、
授
業
開
始
に
先
だ
っ
て
、
学
生
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ

キ
を
と
も
な
う
要
求
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
結
果
、
通
学
の
許
可
、
寮
は
学
生
に
よ
る
自
治
制
、
服
装
の

自
由
化
、
土
日
は
作
業
日
と
せ
ず
、
と
い
っ
た
要
求
が
受
け
入
れ

ら
れ
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
八
日
よ
り
授
業
が
再
開
さ
れ
た
と

い
う
。

　

文
面
か
ら
は
、
学
生
ス
ト
ラ
イ
キ
が
実
を
結
び
、
要
求
が
受
け

入
れ
ら
え
た
よ
う
に
も
と
れ
る
が
、
全
寮
制
も
校
舎
等
の
焼
失
に

よ
り
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
服
装
の
件
も
所
謂
「
民

主
化
」
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
学
校
側
と
学
生
の
間
で
激
し
い

や
り
と
り
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
東
京
に
残
っ
た
別
の
学
友
か
ら
の
書
簡
（
同
月

二
五
日
付
）か
ら
も
学
内
の
具
体
的
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

拝
復
御
手
紙
拝
見
致
シ
マ
シ
タ
。
飯
塚
君
朝
夕
全
ク
涼
シ
サ

ヲ
増
シ
テ
来
マ
シ
タ
ネ
。
貴
君
ニ
ハ
帰
省
以
来
元
気
ニ
テ
御

父
様
御
母
サ
ン
ノ
膝
下
ニ
テ
本
当
ニ
楽
シ
イ
事
ト
御
推
察
致

シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
ガ
矢
張
リ
楽
シ
ソ
ウ
デ
ス
ネ
。

　

降
ツ
テ
私
オ
陰
様
ニ
テ
毎
日
元
気
良
ク
通
学
致
シ
テ
居
リ

マ
ス
カ
ラ
御
安
心
下
サ
イ
。
今
後
学
校
ガ
如
何
ニ
転
ズ
ル
カ

ト
云
フ
コ
ト
デ
ス
ネ
。
ダ
レ
人
モ
皆
其
ノ
事
ニ
非
常
ナ
ル
感

ヲ
強
ク
持
ツ
テ
居
リ
マ
シ
タ
ガ
現
在
迄
ニ
解
カ
レ
タ
ル
処
ヲ
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オ
知
ラ
セ
致
シ
マ
ス
。
大
体
ニ
於
テ
校
長
ハ
天
下
ノ
国
士
舘

ト
シ
テ
続
行
ス
ル
ト
云
フ
事
ヲ
熱
演
シ
テ
居
リ
マ
ス
。
通
学

ガ
全
般
的
ニ
許
可
サ
レ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
。
ソ
レ
カ
ラ

柔
道
モ
随
意
科
ト
云
フ
様
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
自
修
寮
ガ
現
在
専

門
ノ
教
室
ニ
ナ
リ
、
一
年
国
語
科
、
二
年
国
語
科
、
一
年
地

理
科
ト
云
フ
様
ニ
別
々
ニ
勉
強
ス
ル
様
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
。
柔

道
ハ
月
水
金
ノ
后
後
稽
古
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
。
水

木
ノ
后
後
森
田
先
生
ヨ
リ
経
済
学
ノ
講
義
ガ
行
ナ
ワ
レ
マ

ス
。
専
門
ノ
生
徒
モ
段
々
増
シ
テ
来
マ
シ
タ
。（
中
略
）
ソ

レ
カ
ラ
食
堂
ノ
コ
ト
デ
ス
ガ
来
月
カ
ラ
外
食
ニ
ナ
ル
ヨ
ウ
ナ

コ
ト
ヲ
イ
ツ
テ
居
リ
マ
ス
。
コ
ン
ド
食
堂
ヲ
続
ケ
ル
ト
ス
レ

バ
例
ノ
一
件
デ
生
徒
ガ
自
治
的
ニ
食
堂
ノ
方
モ
ヤ
ル
ノ
ダ
ソ

ウ
デ
ス
。
ソ
レ
ダ
カ
ラ
外
食
ニ
ナ
ル
コ
ト
私
モ
信
ン
ジ
テ
居

リ
マ
ス
。皆
食
事
ガ
相
変
ズ
少
ナ
イ
ノ
デ
コ
マ
ツ
テ
ヰ
マ
ス
。

現
在
食
堂
ノ
食
事
ハ
大
豆
ハ
ハ
イ
ツ
テ
居
リ
マ
セ
ン
。
専
門

ノ
時
間
表
モ
亦
変
ル
ソ
ウ
デ
ス
。
先
生
方
モ
二
三
新
ラ
シ
イ

ノ
ガ
見
エ
マ
シ
タ
。
十
一
月
頃
ヨ
リ
本
格
的
ニ
勉
強
ガ
始
マ

ル
様
デ
ス
。
学
生
ガ
ス
ト
ラ
イ
キ
ノ
マ
ネ
ゴ
ト
ヲ
シ
タ
ノ
デ

大
変
学
校
デ
モ
変
ツ
テ
来
マ
シ
タ
。
今
度
ハ
以
前
ヨ
リ
良
ク

ナ
ル
コ
ト
ト
信
ジ
テ
居
リ
マ
ス（

（（
（

。

長
は
柴
田
德
次
郎
で
あ
る
。「
校
長
ハ
天
下
ノ
国
士
舘
ト
シ
テ
続

行
ス
ル
ト
云
フ
事
ヲ
熱
演
」
し
て
い
た
と
い
う
が
、
戦
後
の
教
育

改
革
の
流
れ
に
沿
う
よ
う
な
か
た
ち
で
、
す
で
に
通
学
の
許
可
や

柔
道
を
随
意
科
に
す
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
、
文
部
省
へ
正
式

に
申
請
を
す
る
同
年
一
二
月
以
前
に
改
善
措
置
が
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、学
科
に
つ
い
て
も
同
様
で「
国
語
科
」「
地

理
科
」
と
い
っ
た
枠
組
み
に
変
え
て
い
る
。
他
方
、
学
生
が
自
治

的
に
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ
た
食
堂
は
、
終
戦
直
後
で
も
あ
り
、

厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
こ
で
一
つ
疑
問
が
生
じ
る
記
載
が
あ
る
。
先
に
み
て
き
た
よ

う
に
、
武
道
教
育
に
つ
い
て
は
完
全
に
禁
止
さ
れ
て
い
く
過
程
に

あ
る
の
だ
が
、「
随
意
科
」
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、「
柔
道
ハ
月

水
金
ノ
后
後
稽
古
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
」
と
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
学
友
か
ら
の
書
簡
が
そ
の
謎
を
解
き

明
か
し
て
く
れ
た
。

2　

武
道
教
育
と
武
道
の
稽
古

　

一
九
四
六
年
に
な
る
と
飯
塚
氏
は
復
学
に
向
け
て
一
時
上
京
し

て
い
る
。
そ
の
飯
塚
氏
に
同
年
二
月
一
一
日
付
で
静
岡
に
在
っ
た

学
友
か
ら
葉
書
が
届
い
て
い
る
。

　

一
九
四
五
年
一
〇
月
の
時
点
で
は
、
校
名
は
「
国
士
舘
」、
校

御
手
紙
有
難
う
。
貴
君
も
益
々
頑
健
に
て
、
勉
学
の
由
、
何
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年
の
十
月
末
一
回
行
っ
た
き
り
だ
。
俺
も
今
は
家
で
農
事
を

手
伝
っ
て
ゐ
る
。
暇
な
時
は
警
察
へ
柔
道
を
や
り
に
ゆ
く
。

今
日
も
行
っ
た
が
暗
く
な
る
ま
で
大
蝶
さ
ん
の
御
話
を
聞
い

た
。

暇
だ
っ
た
ら
家
へ
も
遊
び
に
き
て
呉
れ（

（（
（

よ
り
で
す
。
自
分
も
其
の
後
少
し
の
変
化
も
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
も
全
員
通
学
と
の
事
、
以
前
と
は
大
変
面
白
い
事
と
思

ひ
ま
す
。二
年
の
連
中
で
は
誰
々
が
登
校
し
て
居
り
ま
す
か
、

先
生
方
に
も
少
し
は
変
化
が
あ
り
ま
す
か
、
地
理
科
の
授
業

は
、
又
柔
道
の
方
は
、
講
道
館
で
は
練
習
を
や
っ
て
ゐ
ま
す

か
…
昨
十
日
、静
岡
の
警
察
署
で
柔
道
の
昇
段
試
験
が
あ
り
、

自
分
も
、
岡
野
も
、
出
ま
し
た
。
二
段
を
取
り
に
来
た
者
の

受
掛
で
す
。
簡
単
な
も
の
で
す
。
鈴
木
昭
二
君
も
来
ま
し
た
。

藤
枝
署
で
練
習
を
や
っ
て
ゐ
ま
す
。
で
は
こ
れ
に
て
失
礼（

（（
（

。

　

学
友
の
近
況
報
告
に
は
「
静
岡
の
警
察
署
で
柔
道
の
昇
段
試
験

が
あ
り
、
自
分
も
、
岡
野
も
、
出
ま
し
た
。
二
段
を
取
り
に
来
た

者
の
受
掛
で
す
」
と
あ
り
、
警
察
署
で
柔
道
の
昇
段
試
験
に
臨
ん

だ
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
届
い
た
別
の
学
友
か
ら
の
書
簡
で
も
、

前
略　

手
紙
あ
り
が
た
う

元
気
な
由
何
よ
り
結
構

御
蔭
で
俺
も
元
気
。
丗
日
上
京
し
や
う
と
思
っ
て
ゐ
る
。
学

校
へ
は
一
日
か
ら
出
や
う
と
思
ふ
。
十
四
日
に
岡
野
氏
が
家

へ
き
て
呉
れ
て
、
二
人
で
警
察
へ
柔
道
を
や
り
に
行
っ
た
。

岡
野
氏
は
大
蝶
さ
ん
に
随
分
し
ぼ
ら
れ
た
。
江
川
の
家
は
去

と
あ
り
、
警
察
へ
柔
道
の
稽
古
の
た
め
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

他
校
の
事
例
か
ら
も
同
様
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
慶
應
義

塾
柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会
柔
友
会
名
誉
会
長
を
務
め
た
水
谷
英
男
氏
の
談

に
よ
れ
ば
、「
終
戦
後
、
大
学
に
戻
り
柔
道
部
に
復
部
し
た
も
の

の
、
年
末
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令
で
学
生
柔
道
が
禁
止
さ
れ
た
た

め
部
活
動
も
休
止
」
と
さ
れ
た
が
、仲
間
と
三
田
や
高
輪
警
察
署
、

済
寧
館
、
警
視
庁
、
講
道
館
と
転
々
と
し
て
稽
古
を
続
け
た
と
い

う（
（（
（

。

　

す
な
わ
ち
、
学
校
で
の
正
規
科
目
や
部
活
動
と
し
て
の
武
道
は

禁
止
だ
が
、
然
る
べ
き
場
所
に
お
い
て
の
武
道
の
昇
進
試
験
や
稽

古
は
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
「
随
意

科
」
目
と
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
武
道
教
育
の
完
全
禁
止
を

目
前
に
し
て
、
そ
の
範
疇
か
ら
外
す
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
の
措

置
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
学
校
体
育
と
し
て
の
武
道
が
復
活
す
る
の
は
、
そ
う
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遠
い
時
期
で
は
な
い
。
当
初
、
戦
闘
精
神
を
鼓
舞
し
た
と
し
て
、

武
道
を
忌
み
嫌
っ
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
、
雨
の
多
い
日
本
、
特
に
雪

が
多
く
野
外
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
い
北
国
で
は
便
利
な
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
こ
と
、老
若
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
、

戦
時
中
は
軍
国
主
義
・
超
国
家
主
義
的
目
的
で
悪
用
さ
れ
た
に
す

ぎ
な
い
と
い
っ
た
声
に
も
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
〇

（
昭
和
二
五
）
年
、
文
部
大
臣
に
よ
る
正
式
要
請
も
あ
り
、
ま
ず

は
柔
道
が
学
校
体
育
と
し
て
復
活
し
、
そ
の
後
、
弓
道
、
剣
道
の

順
で
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る（

（（
（

。

3　

学
内
の
安
定
化

　

一
九
四
六
年
、
上
京
前
の
飯
塚
氏
へ
届
い
た
の
は
、
同
氏
の
復

学
を
望
む
学
友
か
ら
の
葉
書
で
あ
っ
た
。

よ
。
成
る
程
校
舎
は
あ
ん
な
焼
け
残
り
だ
が
講
義
は
実
に
充

実
し
て
来
新
校
長
鮎
澤
博
士
の
講
義
は
名
講
義
だ
担
当
は
社

会
学
だ
出
来
れ
は
帰
校
を
待
つ（

（（
（

。

拝
啓
、〝
君
と
上
京
再
会
を
期
し
つ
ゝ
”
と
の
君
か
ら
の
便

り
を
、
故
郷
島
根
に
て
受
け
取
り
返
事
を
出
す
べ
き
だ
っ
た

が
選
挙
運
動
を
や
っ
て
居
た
の
で
終
に
故
郷
か
ら
便
り
を
出

す
事
も
出
来
な
か
っ
た
宥
し
て
呉
れ
…
然
し
去
る
十
五
日
上

京
以
来
再
会
を
待
ち
つ
ゝ
今
日
に
過
ご
し
て
来
た
が
昨
日
萩

原
か
ら
聞
け
ば
君
は
代
教
を
や
っ
て
る
よ
し
、
だ
か
ら
僕
が

如
何
に
待
っ
て
も
上
京
し
な
い
は
ず
だ
？
い
づ
れ
か
君
の
信

念
は
君
よ
り
聞
か
ね
ば
不
明
だ
が
僕
と
し
て
は
復
校
を
望
む

　

復
学
を
望
む
学
友
か
ら
は
「
成
る
程
校
舎
は
あ
ん
な
焼
け
残
り

だ
が
講
義
は
実
に
充
実
し
て
」
い
る
旨
が
記
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
ろ
う
が
、
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
き
て
い
る
様
子

が
窺
え
る
。

　

そ
の
後
、
復
学
を
決
意
し
た
飯
塚
氏
の
元
に
届
い
た
書
簡

（
一
九
四
六
年
三
月
二
二
日
消
印
）
に
は
、
学
内
行
事
の
日
程
等

も
記
さ
れ
た
詳
細
な
様
子
が
書
き
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。

拝
復
御
手
紙
有
難
く
拝
見
致
し
ま
し
た
。（
三
月
二
十
一
日

后
前
十
一
時
着
信
）
自
然
は
春
の
趣
を
感
じ
さ
せ
る
候
と
な

り
活
動
の
時
期
吾
々
青
年
の
春
は
又
再
び
来
ま
し
た
。
貴
兄

に
は
向
学
の
心
や
み
難
く
又
帰
校
し
て
、
勉
学
と
の
事
御
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。啓
司
長
々
の
御
無
音
御
許
容
願
ひ
ま
す
。

扨
て
、
小
生
の
事
少
し
お
話
致
し
ま
せ
う
。
一
月
二
十
日
ヨ

リ
三
月
八
日
迄
三
学
期
の
授
業
有
り
、（
三
月
三
日
ヨ
リ
八

日
ま
で
試
験
）
終
つ
て
、
春
期
休
み
と
な
り
四
月
十
五
日
、

新
学
年
の
始
業
式
が
有
る
の
で
す
。
現
在
、
私
し
、
少
々
勉

学
致
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
種
々
様
々
の
事
を
書
き
知
ら
せ
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て
や
り
た
い
の
で
す
が
何
に
を
書
い
て
よ
い
の
か
書
く
事
が

出
来
ま
せ
ん
。
啓
司
も
今
希
望
に
向
つ
て
唯
々
勉
学
に
励
ん

で
居
り
ま
す
。
新
学
期
始
業
式
は
四
月
十
五
日
で
す
。
今
日

三
月
二
十
一
日
三
年
生
四
年
生
の
栄
あ
る
卒
業
式
で
す
。
貴

兄
が
新
学
期
に
来
て
か
ら
お
話
致
す
事
に
し
ま
す
。
吾
が
校

は
、
国
語
科
だ
け
が
充
実
し
て
ゐ
て
、
無
試
験
に
て
、
中
等

学
校
の
先
生
た
り
得
る
資
格
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。
新
学
期

貴
兄
に
は
如
何
な
る
方
か
地
理
か
、
歴
史
か
、
国
語
科
か
、

言
ふ
ま
で
も
な
く
吾
々
は
中
学
の
先
生
に
な
る
の
で
は
な
い

か
ら
学
問
は
自
分
の
好
き
な
学
問
を
な
す
の
が
一
番
良
い
も

の
で
す
ね
。
然
し
学
ぶ
以
上
は
、
充
実
し
て
競
争
し
て
勉
学

し
た
方
が
面
白
い
で
す
ね
。
で
は
又
面
会
の
節
お
話
し
致
し

ま
せ
う
。
お
父
母
様
始
め
皆
々
様
方
に
宜
敷
く
お
願
ひ
致
し

ま
す（

（（
（

。

う
に
、国
士
舘
元
来
の
す
が
た
で
あ
っ
た
国
漢
と
武
道
の
両
学
が
、

武
道
教
育
の
禁
止
を
受
け
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
と
な
っ
た
が

た
め
、
伝
統
あ
る
国
漢
教
育
に
比
べ
、
単
独
の
科
と
な
っ
た
地
理

と
歴
史
は
や
や
物
足
り
な
い
感
は
否
め
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
に
み
た
新
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
比
較
で

も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

以
上
の
経
緯
か
ら
、
校
名
変
更
、
寄
附
行
為
・
学
則
の
改
正
、

校
長
の
交
代
な
ど
終
戦
直
後
の
混
乱
期
に
あ
っ
た
危
機
を
乗
り
越

え
、
と
も
か
く
も
学
園
存
続
の
道
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
繋
が
っ

た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

お
わ
り
に
、
こ
こ
ま
で
で
明
ら
か
に
し
得
た
事
項
を
確
認
を
す

る
と
共
に
、
そ
の
後
の
展
望
を
述
べ
て
本
稿
を
閉
め
る
こ
と
と
し

た
い
。

　

ま
ず
、
校
名
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
向
を
察
し
た

文
部
省
の
指
導
を
受
け
て
、
文
書
に
よ
る
指
令
を
受
け
る
以
前
に

自
ら
先
ん
じ
て
申
請
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。先
に
示
し
た
如
く
、

申
請
の
文
言
の
な
か
に
、
正
式
な
指
令
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文

言
、
す
な
わ
ち
発
給
先
の
機
関
お
よ
び
発
議
番
号
に
よ
る
こ
と
を

示
し
た
文
言
が
な
く
、
時
代
の
趨
勢
に
鑑
み
た
と
す
る
よ
う
な
一

　

ま
ず
は
、
学
内
行
事
の
日
程
に
つ
い
て
、
一
月
二
〇
日
～
三
月

八
日
が
三
学
期
で
、
そ
の
内
試
験
期
間
が
三
月
三
日
～
八
日
。
そ

の
後
春
季
休
業
と
な
り
、
翌
四
月
一
五
日
が
新
学
期
の
始
業
式
と

あ
る
。
ま
た
、
前
年
度
の
卒
業
式
は
三
月
二
一
日
に
挙
行
さ
れ
た

旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
子
か
ら
も
学
園
が
本
来
の
あ

り
方
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
「
国
語
科
だ
け
が
充
実
し
て
ゐ
て
」
と
あ
る
よ
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般
的
な
表
現
で
の
申
請
文
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
結
論

づ
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
占
領
期
の
実
態
の
多
く
を
知
る
こ
と

の
出
来
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
を
み
た
う
え
で
の
結
論
で
は

な
い
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

寄
附
行
為
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
（
財
団
の
目
的
）
に
大
き
な

変
更
を
加
え
た
。「
国
士
」
の
文
言
を
削
除
し
、
財
団
の
目
指
す

と
こ
ろ
を
「
平
和
主
義
新
日
本
建
設
」
の
た
め
、
新
時
代
へ
の
即

応
の
た
め
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
条
文
に
つ
い

て
は
大
き
な
変
更
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
校
名
の

変
更
で
も
あ
っ
た
よ
う
な
国
家
主
義
的
要
素
を
含
む
と
捉
え
ら
れ

か
ね
な
い
表
現
を
変
更
す
れ
ば
問
題
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
寄
附

行
為
自
体
は
新
た
な
教
育
制
度
の
も
と
で
も
概
ね
引
き
継
げ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
学
則
は
、
武
道
教
育
の
禁
止
に
伴
う
大
幅
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
正
が
行
わ
れ
た
。
戦
前
に
お
い
て
は
、
本
科
を
剣
道
科
・

柔
道
科
・
弓
道
科
と
し
、
国
語
・
地
理
・
歴
史
の
う
ち
何
れ
か
一

つ
を
選
択
専
攻
す
る
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
武
道
教
育
の
禁

止
に
伴
い
改
正
さ
れ
、
本
科
が
国
語
科
・
地
理
科
・
歴
史
科
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
国
士
舘
伝
統
の
武
道
教
育
は
途
絶
え
、
復
活

は
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
の
国
士
舘
短
期
大
学
体
育
科
の
創

設
ま
で
俟
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
新
設
の
地
理
科
・
歴
史
科

は
、
旧
来
の
専
攻
が
格
上
げ
さ
れ
た
か
た
ち
で
あ
り
、
専
攻
と
し

て
採
り
入
れ
た
の
も
一
九
四
四
年
と
歴
史
が
浅
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
実
際
に
お
い
て

も
、
国
士
舘
創
設
期
よ
り
あ
っ
た
国
漢
に
比
べ
充
実
度
は
低
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

学
内
状
況
に
つ
い
て
は
、
飯
塚
新
吾
氏
が
学
友
と
取
り
交
わ
し

た
書
簡
類
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
た
。
終
戦
直
後
の
混
乱
期
で

は
あ
っ
た
が
、
授
業
の
再
開
は
思
い
の
外
早
く
、
一
九
四
五
年

一
〇
月
一
九
日
で
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
同
年
一
〇
月
一
六
日
～

一
八
日
に
か
け
て
学
生
に
よ
る
要
求
受
け
入
れ
を
求
め
る
ス
ト
ラ

イ
キ
的
な
動
き
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
、
通
学
の
許

可
、
学
生
に
よ
る
食
堂
の
運
営
等
が
認
可
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌

四
六
年
頃
か
ら
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
一
九
四
七
年
に

は
学
期
末
試
験
や
卒
業
式
等
も
従
来
あ
っ
た
よ
う
な
日
程
で
執
り

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
武
道
に
つ
い
て
は
、
正
規
科
目
か
ら
は

外
さ
れ
た
が
、
昇
段
試
験
や
稽
古
そ
の
も
の
は
、
警
察
署
等
然
る

べ
き
場
所
で
は
常
時
行
わ
れ
て
お
り
、
教
育
と
し
て
の
武
道
は
禁

止
さ
れ
て
い
た
が
、
武
道
全
般
が
禁
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
も
確
認
で
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、終
戦
直
後
の
危
機
的
状
況
を
脱
し
、

学
園
の
存
続
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
大
き
な
問
題
が
残
っ

た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
目
指
す
学
校
教
育
体
系
は
、
学
力
や
社
会
階
層
の
違
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い
に
よ
っ
て
中
等
教
育
機
関
が
複
数
に
分
岐
す
る
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

的
）
複
線
型
学
校
体
系
で
は
な
く
、
全
て
の
児
童
・
生
徒
が
と
も

に
階
段
を
上
が
る
よ
う
に
進
学
し
て
い
く
（
ア
メ
リ
カ
的
）
単
線

型
学
校
体
系
で
あ
り
、
複
線
化
を
意
味
す
る
専
門
学
校
は
廃
止

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

は
、
色
々
な
進
路
に
分
か
れ
る
複
線
型
は
エ
リ
ー
ト
を
養
成
す
る

も
の
。
エ
リ
ー
ト
が
国
を
誤
ら
せ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
誤
り
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（（
（

。
か
く
し
て
、
存
続

へ
の
選
択
肢
と
し
て
は
、
新
制
大
学
へ
の
転
換
を
図
る
か
、
ア
メ

リ
カ
の
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
よ
う
な
二
年
制
の
大
学
を
目
指
す

か
の
二
つ
に
一
つ
で
あ
っ
た
。
至
徳
学
園
で
は
、後
者
を
選
択
し
、

短
期
大
学
の
創
設
を
目
指
し
て
動
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。結
果
、

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
四
月
の
国
士
舘
短
期
大
学
国
文
科
・

経
済
科
二
部
（
二
年
制
）
の
創
設
に
結
実
す
る
。

　

但
し
、
当
初
よ
り
短
期
大
学
の
創
設
の
み
を
視
野
に
入
れ
て
い

た
訳
で
は
な
く
、一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
公
布
さ
れ
た
「
私

立
学
校
法
」
に
基
づ
き
大
学
創
設
を
目
指
し
た
が
、
資
金
難
等
か

ら
難
航
。
し
か
し
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
一
一
月
の
「
国

士
舘
再
興
の
会
」
発
足
を
契
機
に
体
制
を
再
構
築
し
、
翌
五
二
年

五
月
に
は
「
国
士
舘
再
興
会
議
」
と
改
称
し
、
同
時
に
「
国
士
舘

再
建
趣
意
書
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
趣
意
書
に
よ
れ
ば
、
占
領
政

策
の
終
結
と
同
時
に
国
士
舘
の
名
称
に
復
し
、
将
来
日
本
国
家
に

有
為
な
人
材
輩
出
と
、
こ
の
た
め
に
伝
統
の
武
道
教
育
を
活
か
す

こ
と
と
す
る
教
育
方
針
を
示
し
た
。
ま
た
、
同
年
四
月
に
は
柴
田

德
次
郎
の
公
職
追
放
が
解
除
さ
れ
、
理
事
に
就
任
し
新
た
な
体
制

を
整
え
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
六
月
二
五
日
に
は
「
国
士
舘

発
展
企
画
案
」
を
発
表
し
、「
商
経
大
学
部
（
昼
間
四
年
）」
の
創

設
と
「
国
語
短
期
大
学
（
夜
間
二
年
）」
の
併
設
を
構
想
し
た
。

　

整
理
し
て
み
る
と
、
一
九
四
九
年
の
「
私
立
学
校
法
」
に
基
づ

き
大
学
創
設
を
目
指
し
、
復
活
を
求
め
た
の
が
、
伝
統
の
武
道
教

育
で
あ
り
、
新
た
に
構
想
さ
れ
た
の
が
商
経
大
学
部
で
あ
っ
た
。

　

武
道
教
育
の
復
活
は
、
一
九
五
六
年
国
士
舘
短
期
大
学
へ
の
体

育
科
の
増
設
、
そ
し
て
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
の
国
士
舘

大
学
体
育
学
部
の
創
設
で
結
実
す
る
。
一
方
、
商
経
大
学
部
（
昼

間
四
年
）
構
想
は
、一
九
五
三
年
の
国
士
舘
短
期
大
学
経
済
科
（
二

部
）
創
設
を
端
緒
と
し
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
の
政
経
学

部
設
置
を
以
て
現
実
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
戦
前
の
専
門
学
校
時
代
よ
り
の
国
漢
・
武
道
の
両
学

は
保
た
れ
る
か
た
ち
と
な
っ
た
が
、
総
合
大
学
の
第
一
歩
と
な
っ

た
政
経
学
部
設
置
を
契
機
に
、
そ
れ
ま
で
教
員
養
成
を
第
一
義
的

に
掲
げ
て
き
た
か
た
ち
に
変
化
が
顕
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
九
月
「
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
設

置
認
可
申
請
趣
旨（

（（
（

」
で
は
、
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新
に
国
士
舘
大
学
を
設
置
し
体
育
学
部
と
し
て
、
人
格
涵
養

の
点
で
、
実
力
の
点
で
、
且
つ
指
導
力
の
点
で
一
層
の
充
実

を
図
り
た
く
、
且
つ
又
中
学
校
高
等
学
校
に
於
け
る
体
育
科

有
資
格
者
教
員
の
甚
大
な
需
要
、
要
求
に
応
じ
特
に
有
資
格

者
、
武
道
指
導
者
の
需
要
緩
和
に
寄
与
し
た
く
以
て
新
日
本

の
要
求
す
る
「
健
全
な
る
身
体
、
健
全
な
る
精
神
」
の
新
国

民
錬
成
を
目
標
と
し
て
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
設
置
認
可
の

申
請
に
及
ん
だ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

養
成
中
心
か
ら
、
よ
り
幅
の
広
い
教
育
目
的
に
移
行
し
た
の
で
あ

る
。

　

以
上
、
終
戦
直
後
の
国
士
舘
の
学
内
状
況
の
解
明
に
加
え
、
そ

の
後
の
展
望
を
示
し
た
が
、何
れ
も
未
だ
一
面
的
な
分
析
で
あ
る
。

今
後
は
、
よ
り
多
面
的
な
視
点
を
も
っ
て
国
士
舘
の
戦
後
史
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
と
く
に
、
今
回
全
く
触
れ
る
こ
と
の
出
来

な
か
っ
た
戦
災
復
興
の
た
め
の
資
金
調
達
の
実
態
と
そ
れ
に
伴
う

理
事
会
の
動
向
に
つ
い
て
は
他
日
に
期
し
た
い
。

　
　

註

（
１
）『
日
本
占
領
重
要
文
書
』
第
１
巻
、日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、一

　
　

九
八
九
年
、
一
〇
頁
。

（
２
）『
日
本
占
領
重
要
文
書
』
第
１
巻
、日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、一

　
　

九
八
九
年
、
一
三
四
頁
。

（
３
）『
終
戦
教
育
事
務
処
理
提
要
』
第
一
輯
、
文
部
大
臣
官
房
文

　
　

書
課
、
一
九
四
五
年
、
一
九
五
～
二
〇
三
頁
。

（
４
）命
名
者
は
国
士
舘
顧
問
徳
富
蘇
峰
（
猪
一
郎
）
と
言
わ
れ
て

　
　

い
る
が
、
確
か
な
と
こ
ろ
は
解
っ
て
い
な
い
。

（
５
）国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
一
九
四
五
年
一
月　

国
士
舘
専
門
学

　
　

校
名
称
認
可
書
」。

（
６
）『
拓
殖
大
学
百
年
史
』
資
料
編
一
、学
校
法
人
拓
殖
大
学
、二

　
　

〇
〇
三
年
、
三
九
九
頁
。

と
し
、「
体
育
科
有
資
格
者
教
員
の
甚
大
な
需
要
」
に
応
え
る
こ

と
を
旨
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年

九
月
「
国
士
舘
大
学
政
経
学
部
増
設
認
可
申
請
趣
意
書（

（（
（

」
で
は
、

そ
の
目
的
を
、

日
本
の
歴
史
と
伝
統
に
基
礎
を
置
き
、
而
も
国
際
的
な
視
野

に
立
っ
て
、
西
欧
の
学
説
を
批
判
検
討
し
つ
つ
、
日
本
の
再

建
に
役
立
つ
有
為
な
青
年
の
育
成
道
場
と
し
て
、
特
色
の
あ

る
政
経
学
部
を
創
設
す
る
こ
と
に
決
意
致
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。

と
し
て
い
る
。
勿
論
一
般
的
に
も
政
経
学
部
は
教
員
養
成
を
主
と

す
る
学
部
で
は
な
い
が
、
総
合
大
学
へ
の
過
程
に
お
い
て
、
教
員
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（
７
）国
士
舘
史
資
料
室
所
蔵
法
人
記
録
史
料
四
四
八
八
。

（
８
）国
士
舘
史
資
料
室
所
蔵
法
人
記
録
史
料
六
九
三
。

（
９
）国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
一
九
四
六
年
一
月　

財
団
法
人
国
士

　
　

舘
寄
附
行
為
変
更
認
可
書
」。

（
10
）国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
一
九
四
六
年
三
月　

至
徳
専
門
学
校

　
　

学
則
変
更
認
可
書
」。

（
11
）鮎
澤
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
国
士
舘
を
支
え
た
人
々

　
　

鮎
澤
巌
」『
国
士
舘
史
研
究
年
報
―
楓

―
』
第
三
号
、
二

　
　

〇
一
二
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）飯
塚
新
吾
寄
贈
資
料
「
一
九
四
五
年
三
月
三
一
日　

国
士
舘

　
　

専
門
学
校
入
学
許
可
証
」。

（
13
）飯
塚
新
吾
寄
贈
資
料
「
一
九
四
五
年
六
月
一
七
日
消
印　

国

　
　

士
舘
専
門
学
校
入
校
通
知
速
達
葉
書
」。

（
14
）宮
原
誠
一
ほ
か
編
『
資
料
日
本
現
代
教
育
史
』
４
、三
省
堂
、

　
　

一
九
七
四
年
、
三
三
八
～
三
三
九
頁
。

（
15
）『
終
戦
教
育
事
務
処
理
提
要
』
第
一
輯
、
文
部
大
臣
官
房
文

　
　

書
課
、
一
九
四
五
年
、
七
〇
頁
。

（
16
）『
日
本
大
学
百
年
史
』
第
三
巻
、
学
校
法
人
日
本
大
学
、
二
〇

　
　

〇
二
年
、
二
〇
頁
。

（
17
）『
中
央
大
学
百
年
史
』
通
史
編　

下
巻
、学
校
法
人
中
央
大
学
、

　
　

二
〇
〇
三
年
、
一
五
五
頁
。

（
18
）『
駒
沢
大
学
百
年
史
』
上
巻
、
学
校
法
人
駒
沢
大
学
、
一
九

　
　

八
三
年
、
四
三
二
頁
。

（
19
）飯
塚
新
吾
寄
贈
資
料
「
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
九
日　

飯
塚

　
　

新
吾
宛
書
簡
」。

（
20
）飯
塚
新
吾
寄
贈
資
料
「
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
五
日　

飯
塚

　
　

新
吾
宛
書
簡
」。

（
21
）飯
塚
新
吾
寄
贈
資
料
「
一
九
四
六
年
二
月
一
一
日　

飯
塚
新

　
　

吾
宛
葉
書
」。

（
22
）飯
塚
新
吾
寄
贈
資
料
「
一
九
四
六
年
月
日
不
詳　

飯
塚
新
吾

　
　

宛
書
簡
」。

（
23
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
人
生
と
武
道
」『
武
道
』
三
四
〇
号
、
日

　
　

本
武
道
館
、
一
九
九
五
年
、
一
八
頁
。

（
24
）山
本
礼
子
『
米
国
対
日
占
領
政
策
と
武
道
教
育
』
日
本
図
書

　
　

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
、
六
五
～
七
八
頁
。

（
25
）飯
塚
新
吾
寄
贈
資
料
「
一
九
四
六
年
月
日
不
詳　

飯
塚
新
吾

　
　

宛
葉
書
」。

（
26
）飯
塚
新
吾
寄
贈
資
料
「
一
九
四
六
年
三
月
二
二
日
消
印　

飯

　
　

塚
新
吾
宛
書
簡
」。

（
27
）土
持
ゲ
ー
リ
ー
法
一
『
新
制
大
学
の
誕
生
―
戦
後
私
立
大
学

　
　

政
策
の
展
開
―
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
六
年
、
五
七

　
　

頁
。

（
28
）国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

（
29
）同
前
。
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【
表
1
】
国
士
舘
専
門
学
校
学
科
及
其
程
度
（
一
九
四
四
年
）

共

通

科

目

毎
週
教
授
時
数

学
年　

　

学
科
目

第
一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

道

義

二

二

二

　

国　
　

体

（
二
）

　

国
民
道
徳

（
二
）

　

公　
　

民

（
二
）

教
　
　

育

二

二

二

　

青
年
心
理

　

学
校
衛
生

（
二
）

　

教 

育 

史

（
二
）

　

教 

育 

学

　

教 

授 

法

（
二
）

武

道

　

体
育
理
論

一
五

一
八

一
八

　

武　
　

道

（
一
二
）

（
一
二
）

（
一
二
）

　

武
道
理
論

（
二
）

（
二
）

（
二
）

　

武 

道 

史

（
一
）

（
一
）

（
一
）

　

生　
　

理

（
一
）

　

衛　
　

生

（
一
）

　

救
急
看
護

（
一
）

　

体
育
行
政

（
一
）

　

教　
　

練

（
七
）

（
四
）

（
四
）

体
　
　

練

二

二

二

計

二
八

二
八

二
八

国

語

専

攻
学
年　

　

学
科
目

第
一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

国
語
・
購
読

六

五

五

国
文
学
・
国
文
学
史

一

二

国
語
学
・
国
語
学
史

一

一

一

　
　

国　

文　

法

一

一

　
　

話
方
及
作
文

一

一

　
　

漢 

文 

購 

読

五

五

五

漢
文
学
・
漢
文
学
史

一

一

二

漢
文
法
・
及
漢
作
文

一

一

　
　

演　
　
　

習

　
　

国　
　
　

史

二

　
　

大 

東 

亜 

史

二

二

　
　

有 

職 

故 

実

二

計

二
一

二
一

二
一

合

計

四
九

四
九

四
九
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地

理

専

攻
学
年　

　

学
科
目

第
一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

地
理
思
想
発
達
史

二

地
理
基
礎
論

二

二

二

　
　

地　

形

（
二
）

　
　

地　

質

（
二
）

　
　

気　

候

（
二
）

地

理

通

論

二

三

五

　
　
　

政
治
国
防

（
一
）

（
三
）

　

資
源
産
業
交
通

（
二
）

（
二
）

　
　

民　

族

（
二
）

地

誌

五

七

三

　
　

日　

本

（
三
）

（
二
）

　
　

大
東
亜

（
二
）

（
三
）

　
　

欧
亜
米

（
二
）

（
三
）

地
球
海
洋
学

二

郷

土

地

理

二

地

図

研

究

二

地

理

実

習

二

二

演

習

二

二

四

史

学

概

論

二

国

史

二

二

大

東

亜

史

三

欧

米

史

三

計

二
一

二
一

二
一

合

計

四
九

四
九

四
九

歴

史

専

攻
学
年　

　

学
科
目

第
一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

史

学

概

論

二

国

史

四

四

四

大

東

亜

史

四

四

四

欧

米

史

三

三

四

考

古

学

二

古

文

書

学

二

演

習

二

二

六

国
語
及
漢
文

地

理

二

通

論

二

地

誌

二

二

二

計

二
一

二
一

二
〇

合

計

四
九

四
九

四
八
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【
表
2
】
至
徳
専
門
学
校
学
科
及
其
程
度
（
一
九
四
六
年
）

国
語
科
授
業
課
程
表

学
年　

　

課
目

第
一
学
年

毎
週

教
授

時
数

第
二
学
年

毎
週

教
授

時
数

第
三
学
年

毎
週

教
授

時
数

国

語

講

読

　
  

古 

今 

集

　
　

竹
取
物
語

　

  
古 

事 

記

　
　

増　
　

鑑

　
　

平
家
物
語

　

  

徒 
然 
草

　

  

現 
代 
文

国
文
学
史
概
説

国
文
法
及
作
文

一
八

講

読

　
　

新
古
今
集

　

  

俳 

文 

学

　
　

源
氏
物
語

　
　

謡　
　

曲

　
　

土
佐
日
記

　

  

枕 

草 

子

国
文
学
概
説

国
文
法
及
作
文

一
七

講

読

　

  

万 

葉 

集

　
　

祝
詞
宣
命

　
　

西　
　

鶴

　
　

近　
　

松

　
　

伊
勢
物
語

国
文
学
概
論

国
語
学
概
論

国
語
教
授
演
習

一
七

漢

文

講

読

　
　

論　
　

語

　
　

孟　
　

子

　
　

史　
　

記

　
　

日
本
外
史

漢
文
法
及
漢
作
文　

講

読

　
　

大
学
中
庸

　
  

唐 

詩 

選

　
　

左　
　

伝

　
　

古
文
真
宝

支
那
文
学
史
概
説

講

読

　
　

老　
　

子

　
　

詩　
　

経

　
　

書　
　

経

支
那
文
学
概
論

漢
文
教
授
演
習

教
育
心
理

心

理

学

二

教
育
史

二

教
育
学
教
授
法

二

歴

史

国

史

二

東
洋
史

二

西

洋

史

二

外
国
語

英

語

六

英

語

六

英

語

六

修

身

論
理
学
概
論

五

東
洋
倫
理

六

西
洋
倫
理

六

哲
学
倫
理

論
理
学

哲

学

法
制
経
済

経
済
学
原
論

米
国
憲
法

経
済
政
策

社
会
学

社

会

学

社
会
立
法

社
会
政
策

Elocution

体

操

合

計

三
三

三
三

三
三

������

���

���

���

���
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歴
史
科
授
業
課
程
表

学
年　

　

課
目

第
一
学
年

毎
週

教
授

時
数

第
二
学
年

毎
週

教
授

時
数

第
三
学
年

毎
週

教
授

時
数

歴

史

史
学
概
論

国

史

東

洋

史

西

洋

史

演
習（
東
洋
史
）

一
八

考

古

学

国

史

東

洋

史

西

洋

史

演
習
（
国
史
）

一
七

古
文
書
学

国

史

東

洋

史

西

洋

史

演
習（
西
洋
史
）

一
七

教
育
心
理

心

理

学

二

教

育

史

二

教
育
学
教
授
法

二

地

理

地
理
基
礎
論

二

地
理
通
論

二

地

誌

二

外
国
語

英

語

六

英

語

六

英

語

六

修

身

論
理
学
概
論

五

東
洋
倫
理

六

西
洋
倫
理

六

哲
学
倫
理

論

理

学

哲

学

法
制
経
済

経
済
学
原
論

米
国
憲
法

経
済
政
策

社
会
学

社

会

学

社
会
立
法

社
会
政
策

Elocution

体

操

合

計

三
三

三
三

三
三
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地
理
科
授
業
課
程
表

学
年　

　

課
目

第
一
学
年

毎
週

教
授

時
数

第
二
学
年

毎
週

教
授

時
数

第
三
学
年

毎
週

教
授

時
数

地

理

地
理
思
想
発
達
史

地
理
基
礎
論
（
地
形
）
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